
モデル校における取組 ①上陽小学校の取組

「教師が教える授業」から
「子供たちが主体的に学ぶ授業」へ

【上陽小作成資料から引用】

学年を超えた多様な児童同士のかかわりや
様々な考えをもった大人とかかわる機会を増やす

・チーム担任制（複数担任）による多面的で多角的なサポートが、
児童の見えない学力（非認知能力）を高めます。

・チーム担任制（複数担任）により教職員の心的な不安や重圧、
キャリアによる学級間格差が解消され、一人一人の強みを発揮
する活躍へとつながります。

・知的好奇心を満たす専門性の高い授業や課題が提供されます
・AI型学習ソフト（Qubena）と連携した自由進度学習を取り入れ
ることで「自立した学び」の機会が作られます。

【資料１】



モデル校における取組 ①上陽小学校の取組
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モデル校における取組 ①上陽小学校の取組

【上陽小作成資料から引用】

研修主題

インクルーシブ教育の推進を目指す「未来の学校創り」
〜「関わるからこそ学べる」授業創りを通して〜



モデル校における取組 ②コラボレーター･インクルーシブ教育ＡＤ

コラボレーター･インクルーシブ教育アドバイザーを配置

玉村町立上陽小学校 県立伊勢崎特別支援学校

コラボレーター ３名 インクルーシブ教育
アドバイザー １名

コラボレーターの業務内容例

特別支援学校や特別支援学級の児童が通常の学
級で一緒に学習する際、集団活動の中で子供同士
が関わり合いながら学べるよう、言葉掛けをした
り促したりする

インクルーシブ教育アドバイザーの業務内容例

通常の学級に在籍する特別な支援を要する児童へ
の対応方法や指導方法の助言及び提案
児童の特性把握のための観察や記録の整理
指導法･教材の工夫に関するコンサルテーション

「その子に合った学び方」
「関わりながら学ぶ」
ことができる支援

インクルーシブ教育推進に係る
専門性･授業力向上のための

具体的･実践的支援



モデル校における取組 ③交流及び共同学習

ユニバーサル上毛かるたプロジェクト
一般社団法人メノキとの合同授業

「みんなとつながる上毛かるた」

上陽小と伊特（③④）
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